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I.研究 目的 平 成 11年 に食料 ・農業 ・農村基本法が制定 され た。 旧農業基本法 に代

わ り, 自然環境の保全や 良好な景観 の保全等 ,農 村 の 「多面的機能」に関す る項 目が

盛 り込 まれ た ことが特徴的である。また,平 成 13年 に改正 され た土地改 良法では,

農村整備 の事業実施 の原則 として「環境 との調和への配慮」が法的 に位置付 け られた。

こ うした近年 の政策改革 を受 け,本 研究では,環 境 との調和 に配慮 した圃場整備 のあ

り方 を探 ることを 目的 とし,それ に先立って現状 を把握す るための生態系調査 を行 う.

なお,調 査地区は,岐 阜県の甫西部に位置す る安 人郡輪之内町 とした。

正.調査項 目 用 排兼用 ・用排分離 ・汎用化 の各水 田に隣接す る農業用排水路お よび河

川 を対象に調査地点 を設 け,各 地点 において捕獲調査 ・水質調査 ・水理調査 を行 った。

捕獲調査は,生 育環境の影響 を特 に受 けやす い小型魚類 を対象 とし,水 質調査 として

pH・ EC・ 水温 ・透視度 を,水 理調査 として水深 ・流速 をそれぞれ測定 した,

III.結果 ・考察

1.捕獲調査 にお ける確認魚種  カ ワバ タモ ロコ (絶滅危倶 IB類 )・メダカ (絶滅危倶

E類 )・ ドジ ョウ ・オイカ フ ・ギンブナ ・タイ リクバ ラタナ ゴ(外来種)他 計 15種

2.整備水準 と捕獲数 の関係  未 整備 地区の用排兼用水路 では,濯 概期 にお ける魚類の

捕獲数が極 めて多い。 しか し,非 濯滋期 には水深が極端 に浅 くな るため,一 部 を除い

て魚類 の生息は確認 できなかつた。また,整 備済地 区の用排分離水 田お よび汎用化水

日の排水路 については,年 間を通 して魚類 の捕獲数が少 な く,魚 種 も限 られていた。

3.魚種 と生息場所 の関係  河 川 と農業用排水路では,魚 種 の分布 に若子の差異が認 め

られ た。オイカ ワは河川 の緩流域 に,カ フバ タモ ロコ ・メダカ ・ドジ ョウは農業用排

水路の上水域 に多 く,フ ナ類は河川 ・農業用排水路 を問わず ほぼ全ての調査地点で生

息が確認 された.こ の ことか ら,魚 種 の分布 には,水 深 ・流速 といった水理条件が深

く関わつていると考 え られ る。

Ⅳ.今後 の展望 用 排兼用水 田は,濯 漑期 にお ける魚類の水路か ら水 田への移動が可能

であることか ら,生 態系保全上好 ま しい とされてい る。水 口には①植生が豊かである

②止水域である③水深 が浅 く産卵期 に高水温になる, とい う特徴があ り,こ れ らの要

素が魚類 の繁殖 に果たす役割は大 きい,本 調査地区の整備済地区において も,上 記の

要素が備 え られた地点では稚魚が多数確認 されてお り,繁 殖地 として利用 されている

可能性が高い。また,水 路内の くばみや河川 の止水域等,非 濯漑期 において もある程

度 の水深 が得 られ る地点は越冬地 として重要であ り,調 査地区内に点在す るこれ らの

地点は引き続 き保全 してい くことが望ま しい。 さらに,今 後の新たな圃場整備 の実施

にあたつては,上 述 した よ うな繁殖地 と越冬地の確保 に加 え,水 田生態系 を構成す る

魚類の多様 な生息条件 に対応すべ く,流 速 ・水深 ・河床状況等 を変化 に富んだ ものに

す ることが理想的である。
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